








































































2009 年 6 月から （ 月にかけては、協力編集委員と
して朝倉書店から 2011 年に刊行される『絵本の事典』
の「仏教絵本」と「桃太郎絵本」記事を執筆した。こ
の執筆依頼は 200（ 年 6 月に承諾し、2008 年 3 月に
原稿を執筆したが、その後、追加の執筆依頼があり、
再度原稿を書くことになった。2010 年の時点では、















でん』を紹介した。この発表内容は、200（ 年 3 月刊
行の『大正大学大学院研究論集第 31 号』に、論文「明
治 14 年の赤本『桃太郎鬼ヶ島でん』」として掲載された。
































































































和 20）年 8 月までの第一期では近代の仏教絵本を配

































録として 2006 年 2 月 19 日から継続的におこなって
いる。このデータベースは、Microsoft Office Access
を利用し、パソコン上で運用するものである。Office 

























International Standard Book Number（国際標準図書
番号）の付くものが増えている。そこで図書番号は、
「ISBN」の項目に表記する。重要な奥付の情報は、「印
刷所」「購入価格」「刷り表示」に記載する。仏教絵本
には、海外で出版された作品があるので、「テクスト
の言語」と「出版国」の項目を設置する。ただし博士
論文では、海外の仏教絵本を考察対象に含めていない。
最後の項目である「形態区分」では書籍形態を記録す
る。多くの作品は「絵本」となるが、目録には絵物語
や漫画、紙芝居といった媒体の作品も登録していきた
いと考えている。
第二区分は、編著者・監修者・翻訳者に関する情報
をまとめる。「著作者」「編者」「監修者」「翻訳者」の
各項目には、それぞれ「氏名」「シメイ」「国籍」「生没年」
181
四
「経歴」「備考」の細目を設置する。ここでは制作者の
情報を記録する。
第三区分は、作品内容と附属的な情報をまとめる。
「ジャンル」と「テーマ」の項目は下位カテゴリと主
題テーマを記す。「解題とあらすじ」には作品の趣意
をまとめる。読者の対象年齢がわかる作品については
「対象年齢」に年齢情報を登録する。雑誌やインター
ネットに書評がある作品は、「評価度」「批評」の欄に
詳細な記録を残しておく。「研究事項」「研究情報詳細」
には、各作品の学術研究を記録する。
最後の「件名」は、データベースの検索項目にある「検
索条件」と題したフリーワード検索欄に直結している。
「検索条件」にキーワードを打ち込むと「件名」の欄
にある文字と照合し、「検索結果一覧」に該当作品が
検出される仕組みとなっている。ここには著者、出版
社、タイトル、テーマ、物語の要点をあらわすキーワ
ードなどを登録しておく。「仏教絵本総合目録」では、
このほかにも「宗派」「ジャンル」「出版年月日」「対
象年齢」「ページ数」「評価度」「研究事項」という （
通りの検索ができる。
４　研究の課題と発展
美術研究や教育学など多様な分野からのアプローチ
が試みられている絵本研究は、現在、児童文学に属す
研究として位置づけられている。しかし絵本は、言語
と図像との相互依存によって情報伝達する複合媒体で
あり、文学的研究手法だけにとどまらない学際的観点
が必要である。そこで、本研究を位置づける適切な
該当分野となるのが、「各国文学・文学論」を研究対
象とする比較文学・比較文化学である。この分野に
は、比較芸術という下位分野がある。そのなかのクロ
ス・ジャンル研究（東京大学比較文学比較文化研究室
「比較芸術」http://fusehime.c.u-tokyo.ac.jp/graduate/
hikaku-geijutsu.html）は、言語文化と視覚文化が交
錯する複合的媒体、あるいは一つのテーマが文学や絵
画などの複数ジャンルにまたがる対象をとりあげる研
究である。昨今は、言語と図像を組み合わせる書籍・
インターネットなどが普及している。そのような新し
い情報伝達手段から諸文化の様相を解き明かしていくた
めには、このような試みがますます不可欠になってくる。
現在、そうした分野の一角をなす仏教絵本研究には
大変高い期待が寄せられている。日本初となる絵本専
門事典『絵本の事典』（朝倉書店から平成 11 年刊行
予定）では、「仏教絵本」の項目執筆を、唯一の研究
者である私が担当している。また平成 11 年には、仏
教絵本を大会テーマとした第 14 回絵本学会大会が大
正大学で開催される。仏教絵本は、子どもと仏教とを
結びつける仏教文化の様相がうかがえる媒体として、
研究の余地が十分にある。この研究に取り組むにあた
って達成しなければならない最大の課題は、仏教絵本
が単なる子どもの読み物でなく、近現代において様々
な文化・思想の影響下で形成したテクストである事実
を示すことである。それによって、いままで謎の多か
った仏教絵本の実態が明らかになると共に、絵本を学
術研究としてとりあげる意義が周知されればよいと考
えている。
